
 

 

 

 

 

本校の今後の学校生活について 
今後とも、(1)身体距離の確保、(2)マスクの着用、(3)手洗いなどの感染対策を徹底し、教室内での換気を

定期的に行うなど「３密」を避ける工夫とともに、給食においても衛生面に注意を払い、感染予防に配慮し

ていきます。保護者の皆様には、ご家庭での健康観察や検温等へのご協力をよろしくお願いいたします。 

   

本校の今後の学習について 
学習面においては、子どもたちひとり一人の気持ちや学習意欲を大切にしながら進めていきます。３月か

らの休校の間、授業ができなかった日数の授業時数を確保するために、これからの年間スケジュールを見直

し、工夫して授業を進めていきます。具体的には・・・ 

 

〇前学年の未履修分について 

   ・児童がしっかりと理解できるように、「未履修の内容と関わりの深い、新学年での内容の学習」に 

入る際に、前年度の未履修分を加味する形で学習を進めていきます。 

 〇全教科について 

   ・子どもたちに与える家庭学習（課題）を、各教科における指導計画を想定して出していきます。 

また、それに伴い、家庭学習（課題）の成果なども、通知票の学習評価に加味していきます。 

 〇国語科 

   ・読み取り学習については、本読みや意味調べなど、子どもたちが自力で行うことができるものは 

家庭学習で進めていきます。漢字学習は家庭学習を中心に進めていきます。 

   ・言語活動などのコミュニケーション能力の育成は、授業を中心に進めていきます。 

 〇算数科 

   ・算数科については、授業の中で指導者からの支援が大切な教科になります。特に３～６年生では 

少人数制や TT（チームティーチング）を実施し、授業時数を確保しながら進めていきます。 

 〇理科・生活科 

   ・４月、５月の学習は植物の観察や栽培活動が中心に編集されています。実際に観察できるものは 

実物で行い、観察、栽培が難しいものは映像教材などで補足しながら進めていきます。 

 〇社会科 

   ・中学年の地域学習については、社会科見学を見送るなどの影響がでていますが、副読本を中心に 

代替となる資料や映像を取り入れながら進めていきます。 

   ・高学年は、教科書・資料集とともに映像等も取り入れながら授業を進めていきます。 

 〇外国語・外国語活動 

   ・４技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）を育むことを中心に、実際のコミュニケー 

ション活動に重点を置き、授業時数を確保し進めていきます。 

 〇図画工作科 

   ・１学期については、時間をかけてじっくりと取り組む学習内容は回避し、学習内容を絞って効率 

的な創作活動を行います。 

〇道徳 

   ・時数を確保し、進めていきます。 

・本読みや道徳ノートへの記入を家庭学習（課題）で取り組み、内容について、自分の考えを持つ 

時間を充実させます。 

 〇家庭科 

   ・文部科学省からの通知により１学期における調理実習はできなくなりましたので、今後の学習内 

容と振り替えて実施していきます。 

 〇体育科および音楽科 

   ・文部科学省からの通知により、「歌唱・合唱はしない、楽器等を共有する学習活動はしない、ピア 

ニカやリコーダーはしない（音楽科）」のように、かなりの制限が指示されています。それに伴い、 

できる活動が限定されますが、できる範囲で実施し授業を行います。また、制限が設けられた学 

習内容については、できる限り秋以降に振り替えて実施する予定です。 
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